
 

■本件に関するお問合せ先 

    松本大学 白戸研究室  TEL 0263-48-7200(代表)    

2026年 11月 10日 

報道関係各位 

 

観光ホスピタリティ学科 社会教育経営論Ⅱ 

松本市食改善推進協議会との連携事業のお知らせ 

 

晩秋の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申しあげます。日頃は大変お世話になっておりま

す。さて、本学総合経営学部観光ホスピタリティ学科では、地域を支える人材を育成するために、

社会教育士の育成を行っています。社会教育士は、地域の学びを通じて人づくり・地域づくりを支える

専門人材の文科省令に基づく公的な称号で、社会教育主事講習や大学の社会教育主事養成課程を

修了した人に与えられます。地域の課題解決に向けて、住民の学習活動を企画・運営し、関係者をつ

なぐコーディネーター役を担い、 公民館、図書館などの社会教育施設だけでなく、自治体の他部局、

NPO、企業など多様な場で活動することが想定されています。 

 

本学科では、3年次に公民館等で実習を行っていますが、社会教育経営論Ⅱは、実習を前に実際

の現場を経験させるために、松本市食改善推進委員会と連携し、地域の食に関する活動に参加を

させていただいています。これまで同委員会の直面する課題について学生と委員の皆さまと一緒

にその解決の検討をしてきましたが、本年度より実際に事業を展開することになりました。これ

までの検討の中で若者に魅力的な料理教室の実施を挙げてきましたが、本年度は実際に実施して

みることとなりました。 

 

すでに学生は松本市食改善推進委員会の活動、公民館などの文化祭に参加して体験するととも

に同委員会の皆さんと 10 月 23 日に検討会を行い、別紙のとおりの内容で、時間がなくても簡単

に栄養が取れる料理の講習会を企画しました。 

つきましては、ご多忙のところ誠に恐縮ですが、取材方よろしくお願いいたします。 

敬具  

記 

 

日 時： 11月 13日（金）10時 00分～12時 30分 

場 所： 島内公民館調理室 

参加者： 学生 29名、本学教員、松本市食改善推進委員会の皆さん、松本市職員 

内容 ： 別紙のとおり 

以上 
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内容は以下の通りです。 
 
１ 調理メニュー 
 
忙しい一人暮らしの若者や子育て中の人たちが、忙しい中で充実した食生活が送れるような内容

としました。 
 
＜具だくさんみそ汁＞（具だくさんの豚汁のようなイメージです） 
煮干しだし、人参、大根、白菜、玉ねぎ、松本一本ねぎ、しめじ、豚肉、わかめ 
 
＜炊き込みご飯＞ 
干しいたけ、鶏肉、まいたけ、みつば+市販の五目ご飯の素 
 
＜おやき＞ 
おやきの具は、じゃが芋とチーズにする予定です。 
 

 
２ 当日の進行について 
 

10 時から参加する学生と 11 時半から学生に分かれ、時間差で実習をします。限られた時間の

中でできるように、学生は、具だくさんみそ汁とおやきを調理します。 
 


